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【討論】
〈井上貴子〉只今のホプキ ンズさんのご発表は、 レコー ド業界が より広い貝冓
買層を獲得するための一つの流れとして、モダンなもの、西洋的なものばか
りを強調 したような作品よりも、「芸者ポップ」のような作品のほうが レコ
ー ドの売れ行 きがいいというお話だと思います。 レコー ドを売ろうと思 うな
らば、当然のことながらその当時の社会状況を調査 し、その状況をじっくり
把握する必要がある。そういう社会 と、 レコー ド業界の思惑との問のつなが
りに関して、私には、 まだはっきりと全体像を把握できていないところがあ
ります。 しか し、私は従来から音楽をジェンダーの視点から考えてきました。




















































芸者ではないのです。とにかく今 日の トピックは 「芸者ポップのジャンルは














と芸者のことは、今 日の発表を聞いてもう少 し僕 自身も考えなければいけな
い。ほかの小説 も読 まなくてはいけないなと思いました。
芸者について、井上 さんはかなり今 どきの解釈をされてお りました。はた
して 「芸術家 としての誇 り」 ということを本人たちが考えていたか どうかは、






















































〈ホプキンズ〉伝統的なレパー トリーには 「小唄」「端唄」「新内」ばか りで
はなくて、「長唄」もあるでしょう。多分、長唄のイメージは低い声で しょう。























ものを見ないで蓄音機 と3分間向き合うという聴 き方と関係 しているのかな。
これは仮説というか、思い付きなのですけれども。デヴィッドさんのように
聴き込んでいる人にそういうところを今度教わ りたいと思います。
〈ホプキンズ〉確かに原盤を探 さないとできない研究だと思います。再発の
曲は非常に制限された数になっているから、毎月骨董市を回らないとこの研
究はできない。だか ら、考古学みたいなものになるのです。もちろん考古学
と全 く同じように、あるものがありのまま残っていないのです。あるものだ
けで想像するのは、間違うことがよく表れるのです。確定はできない、断定
できない。
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